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こ
こ
で
は
、
４
月
１
日
開
校
の「
ひ
た
ち
野
う
し
く
小
学
校
」の
校
歌
や「
牛
久
音

頭
」、「
河
童
ば
や
し
」を
作
詩
し
た
中
島
清
治
氏
を
は
じ
め
、
市
内
出
身
で
ご
活
躍

の
作
詩
家
を
紹
介
し
ま
す
。

牛
久
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員　
　
　

栗く
り
は
ら原　

功
い
さ
お

◆「
ひ
た
ち
野
う
し
く
小
学
校
」校
歌

の
作
詩
者―

中
島
清
治―

《
寄
稿
》う
ち
あ
け
話―

中
島
清
治―

　

あ
い
つ
は
三
十
路
を
越
せ
な
い
だ
ろ
う

と
い
わ
れ
な
が
ら
、
い
つ
の
間
に
か
80（
昭

和
６
年
生
ま
れ
）の
坂
が
目
前
。
目
を
閉
じ

れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
よ
み
が
え
る
。

牛
久
村
大
字
新
地（
現
新
地
町
）の
半
農
半

商
の
家
に
生
ま
れ
、
小
学
校
３
年
の
と
き

母
親
が
病
死
。
兄
、
妹
２
人
と
祖
母
に
育

て
ら
れ
、
国
民
学
校
６
年
卒
業
と
同
時
に

大
東
亜
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
、
町
内
の
軍

需
工
場
に
学
徒
動
員
さ
れ
た
。
油
ま
み
れ

に
な
っ
て
国
の
た
め
働
い
た
が
終
戦
。
学
校

に
戻
る
。
高
等
科
を
卒
業
後
、
祖
母
が
死

亡
。
虚
弱
体
質
に
む
ち
打
っ
て
東
京
へ
働
き

に
出
た
が
、
仕
事
は
ガ
ス
管
工
事
の
た
め

今
度
は
泥
ま
み
れ
。
３
カ
月
後
に
は
体
を

壊
し
国
立
病
院
に
入
退
院
を
繰
り
返
し
た
。

そ
の
こ
ろ
歌
謡
誌「
詩
人
座
」
発
行
に
誘
わ

れ
て
作
詩
家
板
倉
文
雄
先
生
の
門
下
に
入

る
。
そ
し
て
池
田
充
男
さ
ん
を
知
り
交
流

が
始
ま
る
。
池
田
さ
ん
が
東
猯
穴
在
中
の

こ
ろ
は
、
板
倉
先
生
宅
か
ら
の
帰
り
に
押

し
か
け
、
朝
ま
で
語
り
明
か
し
た
こ
と
も

あ
る
。
千
葉
の
市
川
へ
越
せ
ば
市
川
へ
、
東

京
亀
有
に
越
せ
ば
亀
有
へ
、
上
福
岡
、
座
間
、

逗
子
へ
お
邪
魔
し
た
こ
と
が
昨
日
の
こ
と
の

よ
う
だ
。
奥
さ
ん
に
も
だ
い
ぶ
お
世
話
に

な
っ
た
が
、
ま
だ
恩
返
し
は
し
て
い
な
い
。

　

話
は
戻
る
が
昭
和
31
年
５
月
、
浪
曲
横

綱
、
広
沢
菊
春
師
口
演『
姿
三
四
郎
』
の
主

題
歌『
姿
三
四
郎
』（
広
沢
菊
若
唄
）が
45
日

間
、
文
化
放
送
か
ら
夜
10
時
放
送
さ
れ
た
。

海
、
山
の
も
の
と
も
分
か
ら
な
い
馬ば

か鹿
息

子
の
将
来
を
心
配
し
て
い
た
お
や
じ
に
聞

か
せ
る
こ
と
が
で
き
て「
よ
か
っ
た
」と
思
っ

た
の
も
つ
か
の
間
、
翌
年
３
月
郵
便
局
に

勤
務
中
車
に
追
突
さ
れ
即
死
し
た
。
通
夜

葬
式
の
日
、
作
曲
平
柳
晴
司
、
編
曲
の
清

水
路
雄
、
歌
手
の
津
田
耕
次
が
来
て
く
れ

た
。
ク
ラ
ウ
ン
レ
コ
ー
ド
創
立
記
念
曲
発

売
に
詩
を
間
に
合
わ
せ
て
ほ
し
い
と
の
こ

と
。
ド
タ
バ
タ
中
で
つ
ら
か
っ
た
が
、
社
会

風
刺
に
事
故
を
面
白
く
取
り
入
れ
る
こ
と

で
気
分
を
紛
ら
わ
せ
た
。
そ
の
歌
が『
お
聞

き
下
さ
い
皆
様
よ
』と
な
り
、
津
田
耕
次
の

デ
ビ
ュ
ー
曲
と
な
っ
た
だ
け
に
忘
れ
ら
れ

な
い
。
ま
た
、テ
レ
ビ
朝
日
の
連
続
ド
ラ
マ
、

谷
幹
一
主
演『
明
治
一
代
男
』の
主
題
歌『
お

先
に
ご
め
ん
』の
と
き
は
大
変
だ
っ
た
。
三

日
三
晩
悪
戦
苦
闘
し
て
書
き
上
げ
た
後
の

虚
脱
感
。『
カ
ス
バ
の
女
』で
知
ら
れ
た
歌
手

緑
川
ア
コ
の『
あ
な
た
は
命
』の
レ
コ
ー
デ
ィ

ン
グ
中
、
こ
の
詩
は
自
分
の
こ
と
の
よ
う

で
歌
え
な
い
と
泣
き
な
が
ら
吹
き
込
ん
だ
。

あ
の
と
き
の
ア
コ
の
姿
が
今
も
焼
き
付
い

て
離
れ
な
い
。
仕
事
み
ょ
う
り
に
尽
き
る

ひ
と
と
き
だ
っ
た
。
東
京
で
15
年
間
詩
作

り
を
し
て
き
た
が
、
医
者
に
子
ど
も
と
も

ど
も
健
康
面
で
田
舎
暮
ら
し
を
勧
め
ら
れ
、

生
ま
れ
故
郷
の
牛
久
に
里
帰
り
し
た
。

　

時
は
流
れ
て
、
作
詩
家
の
頂
点
に
到
達

し
た
池
田
充
男
さ
ん
は
、
何
で
も
話
せ
る
、

話
の
分
か
る
兄
弟
子
で
あ
る
。
そ
の
池
田

さ
ん
と
の
カ
ッ
プ
ル
盤
が
あ
る
。
池
田
充

男
詩
、
高
島
忠
夫
・
寿
美
花
代
・
桑
原
友

美
唄『
パ
パ
は
恋
人
』、
中
島
清
治
詩
、
桑

原
友
美
唄『
リ
ン
ゴ
は
い
い
な
ァ
』
で
あ
る

が
、
こ
の
歌
は
池
田
さ
ん
の
顔
で
生
ま
れ

た
よ
う
な
も
の
。
当
然
わ
が
家
の
宝
で
あ

る
。
当
時
10
歳
ぐ
ら
い
だ
っ
た
友
美
ち
ゃ

ん
は
ど
ん
な
に
成
長
し
た
だ
ろ
う
か
。
考

え
た
だ
け
で
も
年
を
忘
れ
る
。
ま
た
、
カ
ッ

プ
ル
盤
で
は
好
き
な
作
詩
家
の
一
人
、
星

文
化
芸
能
編

～
歌
は
世
に
つ
れ
世
は
歌
に
つ
れ
～

野
哲
郎
詩
、
新
井
利
昌
曲
、
香
月
え
り
唄
、

中
島
清
治
詩
、
清
水
路
雄
曲
、
香
月
え
り

唄『
お
別
れ
』
が
あ
る
。
こ
の
歌
の
歌
手
は

茨
城
県
稲
敷
郡
内
の
出
身
だ
っ
た
だ
け
に

今
で
も
思
い
出
す
の
か
も
し
れ
な
い
。
と

に
か
く
い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
。
板
倉

文
雄
先
生
が
亡
く
な
る
前
、
お
れ
も
好
き

な
詩
だ
か
ら
と
書
に
し
て
残
し
て
く
れ
た

『
灯
影
の
女
』（
永
井
え
り
子
唄
）も
大
事
な

わ
が
家
の
宝
物
で
あ
る
。
今
年
も
ま
た
、

３
カ
月
後
の
最
終
の
土
曜
・
日
曜
日
に
は

う
し
く
か
っ
ぱ
祭
り
が
行
わ
れ
る
。
祭
り

が
で
き
て
30
年
に
な
る
が
途
中
つ
く
ば
科

学
万
博
会
場
で
踊
り
、
１
回
抜
い
た
た
め
、

市
の
行
事
と
し
て
は
29
回
目
に
な
る
。
踊

り
手
が
２
０
０
０
人
で
始
ま
っ
た
う
し
く

か
っ
ぱ
祭
り
も
今
は
踊
り
手
が
１
万
人
、

観
光
客
が
20
万
人
、
露
天
商
が
２
０
０
軒

も
出
る
大
き
な
祭
り
に
成
長
し
た
。
河
童

ば
や
し
踊
り
パ
レ
ー
ド
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、

市
内
の
小
中
学
生
が
積
極
的
に
参
加
す
る

よ
う
に
な
り
、
牛
久
第
二
中
学
校
は
８
連

覇
を
達
成
中
。
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と
だ
が

心
配
も
あ
る
。
祭
り
の
会
場
が
年
々
狭
く

な
り
つ
つ
あ
る
の
で
、
そ
の
う
ち
祭
り
も

原
点
に
返
り
開
催
す
る
と
き
が
来
る
だ
ろ

う
と
思
う
今
日
こ
の
ご
ろ
で
あ
る
。
こ
ん

な
こ
と
を
書
け
る
の
も
恩
師
故
・
板
倉
文

雄
先
生
、
偉
大
な
兄
弟
子
・
池
田
充
男
さ

ん
ほ
か
関
係
者
の
皆
さ
ん（
妻
や
家
族
も
含

む
）の
お
か
げ
と
感
謝
し
な
が
ら
…
。

　

与
え
ら
れ
た
能
力
と
体
力
の
中
で「
で
き

る
だ
け
の
こ
と
を
し
て
き
た
」私
は
私
を
褒

め
て
や
り
た
い
。
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◆
歌
の
駅
舎―

池
田
充
男

　

作
詩
家
を
志
し
板
倉
文
雄
に
師
事

　

池
田
充
男
は
、
昭
和
７
年
に
茨
城
県
稲

敷
郡
下
の
純
農
村
・
岡
田
村
の
大
字
東
猯

穴
１
１
４
０
番
地（
現
在
は
牛
久
市
東
猯
穴

町
）の
農
家
の
四
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
５

歳
の
と
き
命
に
か
か
わ
る
よ
う
な
大
病
を

患
い
、
そ
の
影
響
か
ら
か
決
し
て
体
の
強

い
子
ど
も
時
代
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

岡
田
尋
常
小
学
校（
戦
争
中
は
国
民
学
校
）、

岡
田
農
学
校
を
経
て
、
県
立
取
手
第
一
高

等
学
校
に
進
む
。
取
手
一
高
在
学
中
は
卓

球
選
手
と
し
て
活
躍
す
る
傍
ら
、
作
詩
家

を
志
し
、
近
所
に
住
む『
泣
く
な
片
妻
』、『
泪

の
夜
汽
車
』の
ヒ
ッ
ト
で
一
世
を
風ふ

う

び靡
し
て

い
た
板
倉
文
雄
の
門
に
入
っ
た
。

　

池
田
が
作
詩
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た

の
は
昭
和
29
年
、
22
歳
の
秋
で
あ
っ
た
。

念
願
の
作
品
は
、
テ
イ
チ
ク
レ
コ
ー
ド

９
月
新
譜『
心
の
十
字
路
』
で
、
歌
手
は
新

人
の
黒
田
春
雄
、
後
に
改
名
し
た
ア
イ
・

ジ
ョ
ー
ジ
で
あ
っ
た
。

石
原
裕
次
郎
の『
二
人
の
世
界
』大
ヒ
ッ
ト

　

作
詩
家
池
田
充
男
に
と
っ
て
は
苦
節
10

年
の
歳
月
が
流
れ
過
ぎ
た
。

　

テ
イ
チ
ク
レ
コ
ー
ド
か
ら
専
属
作
詩
家

と
し
て
迎
え
入
れ
ら
れ
た
の
は
昭
和
36
年

５
月
１
日
で
あ
る
。
ま
さ
し
く
波
乱
の
う

た
書
き
人
生
だ
っ
た
ろ
う
。
本
人
は
好
き

な
仕
事
だ
か
ら
と
笑
う
。

　

「
第
18
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
」
が

開
か
れ
た
昭
和
39
年
、
池
田
に
鶴
岡
雅
義

と
の
運
命
的
な
出
会
い
が
あ
っ
た
。
新
宿

の
音
楽
喫
茶
で
ラ
テ
ン
音
楽（
中
南
米
音

楽
）を
弾
い
て
い
た
鶴
岡
の
人
柄
と
レ
キ
ン

ト
ギ
タ
ー
に
ほ
れ
込
ん
だ
の
だ
っ
た
。
鶴

岡
は
秋
田
県
出
身（
生
ま
れ
は
新
潟
県
）
で

池
田
よ
り
１
歳
若
く
、
作
曲
家
古
賀
政
男

に
師
事
し
、
古
賀
ギ
タ
ー
歌
謡
学
院
で
講

師
の
阿
部
保
夫
に
ギ
タ
ー
を
学
び
、
ラ
テ

ン
グ
ル
ー
プ「
ト
リ
オ
・
ロ
ス
・
カ
バ
ジ
ェ

ロ
ス
」を
結
成
し
て
い
て
そ
の
リ
ー
ダ
ー
で

あ
っ
た
。
そ
の
夜
同
行
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

志
茂
忠
男
に
、
何
か
詩
を
書
い
て
鶴
岡
に

渡
し
て
と
言
わ
れ
、
た
ば
こ
の
空
き
箱
に

走
り
書
き
し
た
メ
モ
が『
ロ
ー
ソ
ク
・
ク

ラ
ブ
』、『
二
人
の
世
界
』
の
原
型
で
、
ト
リ

オ
・
ロ
ス
・
カ
バ
ジ
ェ
ロ
ス
か
ら
、
石
原

裕
次
郎
が
歌
う『
二
人
の
世
界
』
を
生
ん
だ

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
裏
話
が
あ
る
そ
う

で
、
あ
る
と
き
裕
次
郎
が
カ
ー
ラ
ジ
オ
で

聞
い
た
ト
リ
オ
・
ロ
ス
・
カ
バ
ジ
ェ
ロ
ス

の『
二
人
の
世
界
』
に
、「
こ
れ
は
お
れ
が
歌

う
歌
じ
ゃ
な
い
か
…
お
れ
が
や
れ
ば
絶
対

だ
ね
…
」と
。
裕
次
郎
の
予
想
通
り
当
時
の

Ｔ
Ｂ
Ｓ
歌
謡
曲
ベ
ス
ト
テ
ン
22
週
連
続
第

１
位
の
記
録
を
作
っ
た
。『
二
人
の
世
界
』の

レ
コ
ー
ド
累
計
売
り
上
げ
は
２
８
５
万
枚

余
り
に
達
し
、
裕
次
郎
の
シ
ン
グ
ル
累
計

売
上
代
表
20
曲
の
中
で
、
第
１
位
の『
銀
座

の
恋
の
物
語
』の
３
３
５
万
枚
に
次
ぐ
第
２

位
で
あ
っ
た
。『
二
人
の
世
界
』は
昭
和
41
年

に
石
原
裕
次
郎
主
演
で
同
名
の
日
活
ム
ー

ド
・
ア
ク
シ
ョ
ン
映
画
化
も
さ
れ
て
い
る
。

池
田
は
裕
次
郎
に
、『
青
い
滑
走
路
』、『
二
人

だ
け
の
シ
ャ
ン
ソ
ン
』、『
銀
座
夜
の
ブ
ル
ー

ス
』、
石
原
裕
次
郎
＆
八
代
亜
紀
の『
夜
の

め
ぐ
り
逢
い
』、『
別
れ
の
夜
明
け
』
な
ど
50

曲
ほ
ど
書
い
て
い
る
。
裕
次
郎
が
テ
レ
ビ

映
画
に
出
演
し
て
挿
入
歌
と
主
題
歌
を
歌

い
、
そ
の
詩
を
池
田
が
書
い
た
の
が
幾
つ

か
あ
る
。
例
え
ば
、
昭
和
52
年
の
日
本
テ

レ
ビ
系
木
曜
ス
ペ
シ
ャ
ル『
ア
ド
ミ
ラ
ル

カ
ッ
プ
・
裕
次
郎
は
燃
え
た
』の
挿
入
歌『
海

び
と
の
詩
』。
昭
和
55
年
の
企
画
・
制
作
石

原
裕
次
郎
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
＝
テ
レ
ビ
朝

日
に
よ
る
テ
レ
ビ
朝
日
系
放
映
Ｔ
Ｖ
映
画

『
西
部
警
察
』
の
主
題
歌『
夜
明
け
の
街
』
で

あ
る
。『
水
の
流
れ
を
忘
れ
た
川
に　

誰
が

捨
て
た
か
赤
い
花
…
』は
そ
の
一
節
で
あ
る

が
、
こ
れ
を『
人
体
の
血
液
の
よ
う
だ
』
と

評
論
家
は
書
き
印
象
深
い
詩
で
あ
る
。
昭

和
62
年
７
月
17
日
、
日
本
中
が
泣
い
て
永

遠
の
別
れ
を
告
げ
た
昭
和
の
太
陽
石
原
裕

次
郎
。
池
田
は
生
涯
こ
の
日
を
忘
れ
る
こ

と
は
な
い
と
言
う
。
毎
年
、
命
日
の
こ
の

日
は
成
城
の
石
原
邸
に
集
ま
り
、
ま
き
子

夫
人
に
あ
い
さ
つ
を
す
る
。
そ
し
て
よ
く

晴
れ
た
日
な
ど
は
、
葉
山
、
森
戸
海
岸
に

立
つ
裕
次
郎
灯
台
を
訪
れ
て
、
今
な
お
残

る
胸
の
思
い
を
語
り
か
け
る
と
か
。

“
ひ
と
よ
”シ
リ
ー
ズ
小
樽
三
部
作

　

池
田
・
鶴
岡
コ
ン
ビ
に
よ
る
歌
作
り
は

さ
ら
な
る
大
ヒ
ッ
ト
曲
を
生
ん
だ
。『
小
樽

の
ひ
と
よ
』
で
あ
る
。『
小
樽
の
ひ
と
よ
』
は

鶴
岡
が
リ
ー
ダ
ー
で
結
成
さ
れ
た
ム
ー
ド

歌
謡
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
・
東
京
ロ
マ
ン

チ
カ
が
歌
い
累
計
売
り
上
げ
が
１
５
０
万

枚
余
り
に
達
し
、『
旅
路
の
ひ
と
よ
』、『
星
空

の
ひ
と
よ
』へ
と
続
く
の
で
あ
る
。

　

当
時
、
札
幌
に
は
Ｓ
Ｔ
Ｖ
大
澤
宏
一
と

い
う
名
物
ア
ナ
が
い
た
。
彼
が
担
当
す
る

歌
番
組
に
急
に『
粉
雪
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
』
と

題
す
る
歌
の
リ
ク
エ
ス
ト
が
飛
び
込
み
、

そ
の
数
は
毎
週
増
え
続
け
た
と
い
う
。
こ

の『
粉
雪
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
』が『
小
樽
の
ひ
と

よ
』に
改
作
さ
れ
、
現
在
も
歌
い
継
が
れ
て

い
る
が
、
大
澤
ア
ナ
の
影
響
も
、
こ
の『
小

樽
の
ひ
と
よ
』の
大
ヒ
ッ
ト
に
は
大
き
い
と

池
田
は
つ
ぶ
や
い
た
。➡『

小
樽
の
ひ
と
よ
』

歌
詩
プ
レ
ー
ト
。
小

樽
運
河
散
策
路
に
設

置
さ
れ
て
い
る
。―

小
樽
市
提
供―

小
樽

と
い
う
地
名
は
ア
イ

ヌ
語『
オ
タ
ル
ナ
イ

（
砂
の
中
の
川
の
意
）』

が
由
来
。
小
樽
は
北

海
道
内
西
岸
第
１
の

港
湾
都
市
と
し
て
発

展
し
、
運
河
沿
い
に
は
明
治
・
大
正
両
時

代
の
石
造
倉
庫
が
軒
を
連
ね
る
。
市
街
地

は
三
方
が
山
に
囲
ま
れ
、
一
方
が
石
狩
湾

に
面
し
、「
坂
の
町
」
と
い
わ
れ
る
。
小
樽

は『
蟹
工
船
』
の
作
者
小
林
多
喜
二
ら
ゆ

か
り
の
文
学
者
の
２
０
０
０
点
に
及
ぶ
資

料
と
品
々
が
展
示
さ
れ
て
い
る
市
立
文
学

館
や
石
川
啄
木
歌
碑
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
文
化
の
香
り
が
漂
う
と
こ
ろ
で
も
あ

る
。
恒
例
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で
夏
の「
お

た
る
潮
ま
つ
り
」
は
今
年
の
７
月
23
日
か

ら
25
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
冬
の「
小
樽
雪

あ
か
り
の
路
」は
２
月
中
に
開
催
さ
れ
る
。
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鶴
岡
雅
義
は
、
自
宅
の
仕
事
部
屋
の
ピ

ア
ノ
の
前
で
、
作
曲
中
の
手
を
休
め
て
、

ふ
っ
と
遠
く
を
見
る
よ
う
な
目
を
し
て
、

考
え
深
げ
に
切
々
と
語
り
始
め
た
。
…
小

樽
の
ひ
と（
女
性
）
は
実
在
で
あ
っ
た
。
私

が
結
成
し
た
東
京
ロ
マ
ン
チ
カ
が
釧
路
の

キ
ャ
バ
レ
ー
に
出
演
し
て
い
た
折
、
メ
ン

バ
ー
の
１
人
が
地
元
女
性
と
恋
に
落
ち
た
。

し
か
し
、
当
時
に
お
け
る
東
京
～
北
海
道

間
の
交
通
手
段
で
は
そ
の
距
離
が
あ
ま
り

に
も
遠
く
、
こ
の
恋
は
残
念
な
が
ら
悲
恋

に
終
わ
っ
た
。
私
は
こ
の
悲
恋
を
歌
の
題

材
に
し
て
東
京
ロ
マ
ン
チ
カ
の
デ
ビ
ュ
ー

曲
に
し
よ
う
と
考
え
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
作

り
、
作
詩
を
池
田
充
男
先
生
に
お
願
い
し

た
。
出
来
上
が
っ
た
歌
の
ド
ラ
マ
の
舞
台

が
古
い
伝
統
を
持
つ
小
樽
に
な
っ
て
い
た
。

…
結
成
間
も
な
い
東
京
ロ
マ
ン
チ
カ
の
デ

ビ
ュ
ー
作
品
が
欲
し
か
っ
た
だ
け
で
あ
っ

た
が
、『
小
樽
の
ひ
と
よ
』が
一
世
を
風
靡
す

る
大
ヒ
ッ
ト
曲
に
な
る
と
は
夢
に
も
思
わ

な
か
っ
た
。
歌
の
ド
ラ
マ
の
舞
台
が
観
光

名
所
の
宝
庫
小
樽
で
あ
っ
た
こ
と
も
幸
運

で
あ
っ
た
。
こ
の
曲
が
な
か
っ
た
ら
今
の

東
京
ロ
マ
ン
チ
カ
は
存
在
し
な
か
っ
た
と

思
う
、
と
話
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

池
田
充
男
は
、
鶴
岡
雅
義
と
共
に
小
樽

ふ
れ
あ
い
観
光
大
使
に
委
嘱
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
石
原
裕
次
郎
が
３
歳
か
ら
９
歳
ま

で（
昭
和
12
年
～
18
年
）
の
幼
少
期
を
過
ご

し
た
小
樽
に
、
平
成
３
年
７
月
、（
株
）石
原

裕
次
郎
記
念
館
が
開
館
さ
れ
た
が
、
池
田

の『
二
人
の
世
界
』
の
生
原
稿
も
見
る
こ
と

が
で
き
る
。

池田充男の主な作品

★八代亜紀…池田が昭和46年にテイチクレコードの新人女

性歌手に出身地熊本県八代郡にちなんで“八代亜紀”と名付

けた。デビュー曲『愛は死んでも・赤坂はせつなくて』、『花

水仙』、『ふたりづれ』、『恋歌』、昭和52年度日本レコード大

賞最優秀歌唱賞ならびに放送音楽賞を受賞した『愛の終着

駅』、昭和53年度日本レコード大賞の放送音楽賞を受賞し

た『故郷へ』、『恋は火の川』を書いた。

★五大路子（新国劇女優）…池田は芦原みづほのペンネームを

用いて『むらさき式部』（作曲・小林亜星）。

★細川たかし…昭和54年に『ゆきずり』（作曲・森山慎也）、『ほ

たる草』（作曲・森山慎也）、『夜明けの出船』（作曲・伊藤

雪彦）。

★勝野洋…昭和56年に『幸福（しあわせ）になれよ』（作曲・鶴

岡雅義、編曲・竜崎孝路）。

★西田敏行…昭和61年に TBS 系テレビ放映のドラマ『泣いて

たまるか』の主題歌『人生ららばい』。

★キム・ヨンジャ…雪虫（北海道では10月に入ると雪虫が飛

び、その一週間後には決まったように初雪が降るので雪虫

といわれているらしい）を題材にして『北の雪虫』（作曲・

徳久広司）。

★山川豊…昭和59年に書いた『流氷子守歌』は、オホーツク

の海に生きる『男の歌』である。

　池田充男は、2,000曲に及ぶ天文学的な数字の歌を書

いてきた。歌手以外に俳優、力士、プロ野球選手が歌う

詩も書いた。その代表的作品の一部を挙げてみる。

➡『
小

樽

の

ひ

と

よ
』
発
売

間
も
な
い

こ
ろ
の
鶴

岡
雅
義
と

東
京
ロ
マ

ン
チ
カ
。

左
端
の
エ

レ

ク

ト

リ
ッ
ク
ギ

タ
ー
担
当
有
沢
幸
男（
現
在
は
音
楽

活
動
を
辞
め
て
い
る
）
が『
小
樽
の
ひ

と
よ
』
の
モ
デ
ル
の
恋
人
で
あ
っ
た
。

―

鶴
岡
雅
義
氏
提
供―

◆「岡田小学校」校歌の作詩者―池田充男―

　岡田小学校は、明治7年創立で136年の伝統があ

る。昭和42年3月の校歌・校訓制定に際して、同

校が母校でもある池田が校歌の作詩を担当し、作

曲は野崎真一（八代亜紀『愛の終着駅』の作曲者）で

あった。

　一方、池田が生まれた東猯穴町地内の一角に、

昭和62年4月1日に県立牛久栄進高等学校が“自主”

“剛健”“協和”を校訓に新設開校となった。同年8

月の校歌制定に当たり、池田が作詩を担当し、作

曲は吉田正であった。

★大月みやこ…昭和57年に芦原みづほのペンネームで、浪

花女の歌『大坂ふたりづれ』、昭和60年 TBS 系テレビ愛

の劇場『娘が愛した人は』の主題歌『かくれ宿』、平成4年

TBS 系全国ネット（CBC 制作）・ドラマ30（サーティ）～『許

されぬ唄』の主題歌で第34回日本レコード大賞受賞作の

『白い海峡』、藤田まさと賞受賞の『恋ものがたり』、『水

仙』、『月の海峡』、『ひとり語りの恋歌』を書いた。

★坂本冬美…NHK 総合テレビ番組『歌謡パレード89』のオリ

ジナル歌謡曲『艶花恋』（作曲・猪俣公章）。

★芹洋子…平成5年に NHK 新ラジオ歌謡の詩『ふるさと景

色』（作曲・手仕事屋きち兵衛）。

★テレビ出演…昭和62年に NHK テレビ札幌放送局番組部

から依頼され、『北の賛歌』に出演した。池田が『北海道に

魅かれる気持ちを存分に語る』番組だった。

★服部浩子…平成6年に『海峡わかれ町』を書く。同10年に

書いた『旅路の花』で作詩大賞受賞となった。

★香西かおり…香西かおりに初めて書いた作品『最北航路』で

平成17年度の作詩大賞と同19年度の藤田まさと賞を受賞

した。「藤田まさと賞」というのは素人の間ではあまり聞き

なれないが、「歌謡詩本流を守る」に最もふさわしい演歌作

品に毎年贈られていて、作詩家にとってはあこがれの賞で

ある。平成19年度の同賞制定委員長は星野哲郎である。

※さらに、渡哲也『ギターと旅びと』、菅原文太『吹き溜ま

りの詩（うた）』、美空ひばり『湯の宿』、島倉千代子『あな

たの小樽』、小林幸子『別離』、春日八郎『あゝさすらい』、

青江三奈『ぼやき』、北大路欣也『冬ざれ川』、杉良太郎『北

の女』、瀬川瑛子『夫婦つづり』、天童よしみ『夜明け』、

里見浩太朗『愛の行方』、石川さゆり『涙つづり』ほか数多

くの作品を書いている。
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◆「下根中学校」校歌の作詩者―板倉文雄―

　池田充男と中島清治は、共に板倉門下であ

る。昭和25年・26年・27年ごろに板倉が書い

た『泣くな片妻・泪の夜汽車』が作曲平川浪竜

（後に『岸壁の母』を作曲）、唄真木不二夫で大

ヒット。『悲しい酒』など数多くのヒット曲を

書いて作詩界の大御所だった石本美由起（平

成21年逝去）は若き日に「板倉文雄を胸中ひそ

かに生涯のライバルとしていた」という。板

倉は昭和57年開校の下根中学校校歌を作曲の

平川浪竜と書いている。

《
寄
稿
》

人
生
ふ
と
立
ち
止
ま
り―

池
田
充
男―

　

少
し
気
取
っ
た
題
に
な
る
が
、
年
を
重

ね
こ
こ
ま
で
生
き
て
き
て
、
ふ
と
立
ち
止

ま
り
周
囲
を
見
ま
わ
し
た
と
き
、
は
る
か

遠
い
、
ど
こ
か
、
う
そ
寒
い
空
に
突
き
当

た
り
、
そ
の
辺
り
で
こ
の
目
が
泳
ぐ
。
も

う
戻
る
こ
と
が
な
い
昔
を
振
り
返
る
の
は

仕
方
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。

　

私
、
池
田
の
作
詩
家
デ
ビ
ュ
ー
は
、
昭
和

29
年
テ
イ
チ
ク
レ
コ
ー
ド
９
月
新
譜『
心
の
十

字
路
』、
歌
手
は
後
の
ア
イ
・
ジ
ョ
ー
ジ
こ
と

黒
田
春
雄
と
い
う
新
人
だ
っ
た
。
以
来
、
明

け
て
も
暮
れ
て
も
ペ
ン
を
握
り
、
専
属
の
肩

書
き
が
勲
章
で
、
そ
れ
が
欲
し
さ
に
頑
張
っ

た
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。
巡
り
合
っ
た
歌
手
た

ち
は
何
百
人
居
た
の
だ
ろ
う
。
作
曲
家
、
編

曲
家
の
先
生
方
し
か
り
。
ま
た
制
作
担
当
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
、
録
音
ミ
キ
サ
ー
も
数
知
れ
な
い
。

　

私
が
こ
れ
ま
で
書
い
て
き
た
約

２
０
０
０
曲
の
数
は
問
題
で
な
く
、
そ
の

時
々
に
命
を
燃
や
し
た
記
憶
が
鮮
明
に
残

る
。
う
た
書
き
に
行
き
詰
ま
っ
て
い
た
と

き
巡
り
合
っ
た
大
月
み
や
こ
さ
ん
、
な
ん

て
す
て
き
な
女
性
な
の
だ
ろ
う
と
目
を
見

は
っ
た
。
第
一
作
は『
大
坂
ふ
た
り
づ
れ
』

で
、
芦
原
み
づ
ほ
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
書
い

た
が
、『
白
い
海
峡
』で
第
34
回
日
本
レ
コ
ー

ド
大
賞
を
手
に
し
た
の
は
ず
う
っ
と
後
の

平
成
４
年
で
あ
る
。
打
ち
合
わ
せ
は
い
つ

も
彼
女
の
ご
自
宅
で
自
慢
の
料
理
が
お
い

し
い
。
西
田
敏
行
さ
ん
と
は
や
は
り
テ
レ

ビ
の
仕
事
だ
っ
た
。『
泣
い
て
た
ま
る
か
』主

題
歌『
人
生
ら
ら
ば
い
』
を
書
い
た
。
一
度

だ
け
ゴ
ル
フ
を
し
た
が
、
そ
の
と
き
サ
イ

ン
入
り
帽
子
を『
遊
び
だ
よ
…
』
と
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
た
が
、
そ
の
現
物
は
手
元
に
な

い
。『
ぼ
や
き
』の
青
江
三
奈
さ
ん
も
懐
か
し

い
。『
海
峡
わ
か
れ
町
』の
服
部
浩
子
ち
ゃ
ん

は『
旅
路
の
花
』
で
作
詩
大
賞
を
取
っ
て
く

れ
た
人
。
つ
い
先
日
20
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
い
た
が
し
と
や
か
な
女
性
に
な
っ

て
い
た
。
美
川
憲
一
さ
ん
、キ
ム
・
ヨ
ン
ジ
ャ

さ
ん
と
北
国
シ
リ
ー
ズ
を
完
成
さ
せ
た
が

ど
の
作
品
に
も
色
香
が
に
お
う
。『
ゆ
き
ず

り
』、『
ほ
た
る
草
』、『
夜
明
け
の
出
船
』の
細

川
た
か
し
さ
ん
、
そ
の
声
量
の
豊
か
さ
は

気
持
ち
が
良
い
。

　

一
曲
だ
け
で
も
仕
事
が
し
た
い
と
願
っ

て
い
た
香
西
か
お
り
さ
ん
、
そ
の
念
が
通

い『
最
北
航
路
』
を
書
い
た
が
、
文
化
放
送

音
楽
出
版
社
の
友
人
と
稚
内
か
ら
乗
っ
た

船
は
ク
イ
ー
ン
宗
谷
で
、
そ
の
船
中
で
広

告
の
裏
に
メ
モ
書
き
し
た
も
の
が
基
歌
に

な
っ
て
い
る
。
作
詩
大
賞
と
藤
田
ま
さ
と

賞
、
ダ
ブ
ル
受
賞
に
池
田
は
泣
い
た
。

　

思
い
付
く
ま
ま
に
長
々
と
書
い
て
き
た
。

し
か
し
こ
う
い
う
記
録
は
、
話
を
聞
き
取
っ

て
い
た
だ
い
た
方
が
よ
い
の
か
も
知
れ
な

い
。
先
日
、
歌
手
45
周
年
を
祝
う
会
を
開

い
た
五
木
ひ
ろ
し
さ
ん
は
、
ア
ル
バ
ム『
お

ん
な
の
絵
本
』
で
２
曲
ご
一
緒
し
た
。
そ

の
礼
儀
の
正
し
さ
に
頭
が
下
が
っ
た
。
ず

う
ー
っ
と
昔
私
が
八
代
亜
紀
を
書
い
て
い

た
こ
ろ
、
五
・
八
戦
争
な
ど
と
タ
イ
ト
ル
を

付
け
、
ど
ち
ら
が
先
に
レ
コ
ー
ド
大
賞
を

取
る
か
な
ど
と
週
刊
誌
は
書
い
た
も
の
だ

が
、
そ
れ
も
今
は
遠
い
昔
で
あ
る
。

　

歳
月
は
移
っ
て
、
あ
る
日
、
コ
ロ
ム
ビ

ア
制
作
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
か
ら
１
本
の
電

話
が
入
っ
た
。
船
村
徹
先
生
と
仕
事
を
し

�
在
り
し
日
の
板
倉
文
雄（
大
正
11
年（
１

９
２
２
年
）
～
平
成
元
年（
１
９
８
９

年
））。
岡
田
村
大
字
東
大
和
田（
現
東
大

和
田
町
）出
身
。

て
ほ
し
い
…
と
。
北
海
道
網
走
出
身
の
好

青
年
、
名
前
は
走
裕
介
と
い
う
。
久
々
に

池
田
は
命
を
絞
っ
た
。
デ
ビ
ュ
ー
作『
流
氷

の
駅
』
が
完
成
し
た
晩
、
制
作
船
村
組
は
、

先
生
の
お
ご
り
で
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
で
乾

杯
を
し
た
が
、
酒
も
飯
も
う
ま
か
っ
た

な
ァ
ー
。
そ
し
て
11
月
11
日
、
第
２
作『
呼よ
び

人と

駅え
き

』が
完
成
し
て
私
は
こ
の
原
稿
を
書
い

て
い
る
。

　

最
後
に
な
っ
て
書
き
し
る
し
て
お
き
た

い
も
の
は
？
と
自
問
自
答
し
て
、
紙
面
に

は
似
合
わ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
お
許
し

を
い
た
だ
き
た
い
。
永
年
連
れ
添
っ
て
き

た
配
偶
者
と
共
に
叙
勲
を
受
け
た
と
き
、

皇
居
前
庭
で
写
し
た
写
真
一
枚
は
、
わ
が

身
の
宝
物
で
す
。

平
成
21
年
11
月
15
日（
作
詩
家
）

�
香
西
か
お
り
が
歌
っ
た『
最
北
航
路（
日
本
作

詩
大
賞
・
藤
田
ま
さ
と
賞
受
賞
曲
）』で
の
稚
内

港
か
ら
利
尻
・
礼
文
島
取
材
中
の
池
田
充
男
。
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